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　　　前記（ロ）第一主要國際観測日及ビ（＝）第二國際観測日以外ノ他週ノ水曜日及ビ
　　　木曜日（グリニチ）時ナリ．從ツテ本邦中央標準時ニテ・・主＝木曜トナル
　　　第二，第三ノ主要國際観測時刻ハ前記第一圭要國際観測日二於ケルト同ジ
　　　本邦中央標準時ニテノ・木曜日3時一5時，15時一17時及ビ21時一23時
　　　但シ木曜日「グリ＝チ」時6時一8時7主要観測時トス．本邦中央標準時＝テノ・木
　　　曜日15H寺一17日吉…
二，飛行機観測ハ下記二十テ實行
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　（イ）第一及第二圭要脚際観測日15時一17時　（本邦中央標準時午後3時一5時）
　（口）第箋主要國隙観測日　（時刻上目同ジ）
　　　立川（陸軍）ニテ施行x
　（ハ）上ノ外陸軍所属ニデハ立川及ビ各飛行豫二於テ，海軍所労ニチハ霞ケ門田ビ
　　　大．N　：於テ出語得ル限り飛行観測ヲ行ヒ本邦ノ高層氣象資料ヲ蒐集ノ爲メ努ム
　　　ルコト
三．測三二球観測ハ下記二於テ行フ
　（1）　高履氣象毫（舘野）各晶晶観測日昌三回（爾纏緯儀法）
　（口）申央氣象蔓，下記七ケ所昌於テ各國際観測日（雨経緯儀法）
　　　　沖纐，鵜岡，大阪，三島，布夏，輪島，樺太（太泊叉ハ稚内）
　（ハ）陸　軍　駈　属
　　　　立川＝於テ第一主要國際観測日ニハ三回，其ノ他ノ日ハ飛行機飛揚ノ時
　　　　各飛行tw　・・於テハ第一圭要國際観測日A一回（本邦申央標準時15時一17時）
　　　　他ハ幽翠得ル限り施行ス
　（轟）海　軍　所　屡
　　　　第一第二圭冠國際観測日岡各飛行蔵本邦中央標準時15時一17時昌於テ他・・
　　　　出歯得ル限り施行ス
四．サゥンデング　バルーン及凧叉は繋留氣津具ヨル観測
　（イ）高層氣象蔓（館野）二於テ「バルンソンド」観測及ビ凧叉ノ・繋留氣球ニヨル襯
　　　　測・照準得ル限り施行ス
　（口）　海洋氣象蔓浮屠観測船＝：ヨリ海上ノ凧観測
五．以上ノ外本邦内ノ調査資料蒐集ノ目的テ以テ可能ノ時刻二野テ出町得ル
　　限りノ観測テ行フコF
六．雑　　　件
　（イ）面隠氣球観測二際シ箪素謡儀法ニヨルトキ其計算式及ビ採用恒藪ハ報告晶明
　　　　記スルコF
　（ロ）測風二二夜間槻測＝ハ電池豆電球ノ利用ヲ勧ム（蝋燭使用ハ出火ノ虞アル故）
　（ノ・）測風氣球観測用経緯儀据付方ノ・東九十度トナシ角度ハ度ヲ以テ表ハスコト
　（二）風速日米秒ヲ以テ表シ0・1／秒以上ヲ表示スルコト・
　（ホ）風向ハ静億二近キ時不正確ナルコトヲ免レザルモ度ヲ以テシ度ノ端薮田野ヒ
　　　　ズ．
　（へ）測風氣球観測ノ讃取ハ毎一分時毎昌行フコト，
　（ト）測風骨球観測ノ報告ノ報告檬式ノ・大石高層冥罰垂長＝立案ヲ平門シ飛行機観
　　　　測ノ報皆襟式ハ陸海軍爾航空本部＝立案ヲ感温スルコト・以上
